
歯内療法の話を通して、歯科医療とは何か？歯科医師とはどうあるべきか？を改めて私たちに問う。
東京歯科大学の“血脇イズム”は120年経った今も卒業生の中に脈々と受け継がれている！
そんな印象さえ与えてくれる講演です。

　学術講演会2015のお知らせ　
日 時　　2015年 7月22日（水）  　午後 7時 ▶ 開場　午後7時 30分 ▶ 講演開始
場 所　　ＴＤＣビル　14階大会議室
講 師　　阿部　修 先生　東京歯科大学H12年卒　東京都武蔵野市開業
　　　　　　　　　　　　
演 題 　『歯内療法の質を高めるために』
　　　　　　 　～治りにくい症例から見えること～

　　　　 著書　『NiTi ロータリーファイルを効果的に使う　実践歯内療法』
　　　　 　　　『マイクロスコープとNiTi ロータリーファイルによる
                                 　　　　　　　　　　　　GPの Advanced Endodontics』

＊ TDC 水道橋病院ビルの神保町側（左側）入口およびエレベーターをお使いください。
＊ 会場費としてお一人1,000円ご負担をお願いします。（学生、研修医の先生は無料です）
＊ 日歯生涯研修 IC カードをご持参ください。代診の先生、スタッフの参加も歓迎します。

東歯大同窓会東京地域支部連合会　学術講演会2015

臨床家なら誰しもが経験する、
　　　　　　　日常的な悩み…
今を時めく若手の実力派。阿部 修先生がこうした問題にお答えします。この問題を解決する鍵は意外
にも、最新機器や最新薬剤ではなかった！明日の診療に必ず役立つ実践的な内容で、卒業して間もな
い若手の先生方はもちろん、歯科治療を熟知された先生方にも是非聞いて頂きたい講演です。


